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我々は、Ｘ線回折法による表面・界面の構造に関する研究を進めてきた。その中でも、とく

に、CTR(Crystal Truncation Rod)散乱法と呼ばれる方法にいち早く着目し研究してきた。CTR

散乱は、通常、運動学的回折理論により説明され、ブラッグ反射のテールに相当する反射と

して位置づけられている。 

 並行して、我々は Darwin 流の動力学的回折理論に着目し、ブラッグ角付近だけではなく、

任意の入射角にも適用できるように Darwin 理論を拡張し一般化した[1-4]。その結果、反射

型の配置においては、運動学的なＣＴＲ散乱は、動力学的な回折強度曲線のテールとして完

全に説明できることを明らかにした。同様に、透過型の配置についても、任意の入射角に適

用できるように一般化した。その結果は、ブラッグ点付近では従来の動力学的回折理論と完

全に一致する。その式に基づいて、振動に対して平均操作を行い、吸収が少ない場合に相当

する近似を用いると 
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が導かれることが分かった[2]。この式は、一見して吸収補正をしたＣＴＲ散乱を表現してい

ることが分かる。しかし、よく見ると２という因子があり、これは表面および裏面における

ＣＴＲ散乱の寄与を表していると解釈することが妥当なように思われる。 

 この結果を従来の透過型で振動を平均化した動力学的回折強度曲線のテールと数値計算に

より比較すると、曲線の形はほぼ一致するが強度で約２倍だけ異なることが分かった。この

２倍の違いを実験的に確かめるために、最近、Si の平板単結晶を使い、PF-BL4C で CTR 散乱

の反射率測定を行った[5]。その結果は、従来の動力学的回折理論の式よりもむしろ（１）式

に一致することが分かった。このことから、このときのＸ線ビームの軌道については、Ｘ線

ビームは表面および裏面の境界面で回折される軌道をとるものと解釈される。これは、透過

型の動力学的回折における margin effect の極限として捕らえることができる。 
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